
神奈川県介護支援専門員資質向上研修事業
「ケアマネジャーの成長ステップと実習形式の研修体系」「介護支援専門員研修記録」「自己評価シート」について
＜作成経緯＞
介護支援専門員の質の維持・向上を目指すためには、介護支援専門員自身が生涯研修体系における研修目的や目標を理解した上で、更に、自らが獲得・確認すべき達成度や習熟度または満足度など、経験年数のみによらずに、質を自己評価できるシステムが必要である。（『平成２３年介護支援専門員資質向上研修事業における介護支援専門員現任研修改善に向けた検討及び提案について』神奈川県介護支援専門員協会）
＜使用目的＞
· 介護支援専門員の資格取得をした時点から、資格更新に必要な手続きや法定研修などの管理を自ら行うことができる。

· 介護支援専門員として経験年数に応じたスキルアップを図るため、法定研修毎に研修参加目的意識、達成目標をもって研修にのぞみ、生涯研修体系を意識し受講することができる。
· 法定研修修了毎に自らの介護支援専門員としての成長を確認するとともに、更に実践で不足している知識や技術を身につけるために、自らが何にどう取り組めばよいのか、継続学習や実践のヒントを得ることができる。
＜活用方法＞
· 「ケアマネジャーの成長ステップと実習形式の研修体系」「介護支援専門員研修記録」「自己評価シート」は一体的に使用・活用する。
· 時系列で、研修受講記録や自己評価シートなどを記入作成・ファイルし、事業所が変わっても経験年数に応じたスキルアップを継続していく。
· 「介護支援専門員研修記録」

· はじめに登録番号や資格有効期間を記入する
· 記載例を参考に記録し、更新もれがないよう自己管理する

· 修了証明書等（写し）等もともに保管するとよい

· 法定研修以外の個別学習や事業所内研修、及び講師履歴等についても記録して管理するとよい
· 「自己評価シート」

· 原則的に、法定研修ごとに記入作成する
· 自己評価の尺度を参考にⅠ～Ⅳ段階について、現況の到達点を項目に沿って記入し、実践内容の振り返りと評価を行う

＊これらの書式については、神奈川県介護支援専門員協会のホームページより、ダウンロードできますので、ご活用ください。
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